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〔普及の現場から〕 

津山地域の稲ホールクロップサイレージ生産の取り組み 

どこまで続く、パート３ 

津山農業普及指導センター 

１ はじめに 

 津山地域は、飼料イネ作付面積が年々拡大し、

平成２１年度ついに５０ｈａを超える計画とな

っています。平成１９年度に本誌に投稿してから

３年で実に２倍の作付面積となりました。普及セ

ンターは、平成１９年度発足した津山地域飼料稲

生産利用研究会への支援として、低コスト栽培研

修や、栽培ごよみを活用した栽培技術の向上、農

薬の適正使用の徹底を図ったほか、部会活動、関

係機関の連携調整などを行ってきました。 

 今年度も、地元集落営農組合が鉄コーティング

作業機械を導入するなど新たな動きがありまし

たので報告します。 

 

２ 経過 

 平成２０年度は、稲ホールクロップサイレージ

（以下、稲ＷＣＳ）の生産量確保を目指し、講習

会等を通じて、飼料イネの基本的栽培技術の徹底

や低コスト省力栽培技術の確立と普及、地域内の

運搬・流通体制づくり、給与事例リーフレットの

作成等を行いました。また、より良い稲ＷＣＳの

生産を目指し、利用・生産部会や、地域部会など

を開催し問題点や課題について協議を重ねまし

た。 

３ 新たな動き 

（１） 津山市の綾部西集落営農組合が鉄コーテ

ィング種子量産体制確立 

津山市の綾部西集落営農組合（内田寛志組

合長、４２名）は、今年度、湛水直播用の鉄

コーティング種子製造機械を導入し、量産体

制を確立しました。これは、籾の催芽処理か

らコーティング作業、乾燥までの行程を３台

の機械を使って生産するもので、民間では初

めての導入となります。地域内外の流通も視

野に入れ体制を整備し、飼料イネに限らず食

用水稲での取り組みが増加するものと期待

を寄せています。 

※この技術は、５年前に近畿中国四国農業研

究センター（福山市）が開発したものです。 

（２）ラジコンヘリコプターで、鉄コーティング

種子を散布（久米南町） 

   久米南町南庄の平野勝美さん（飼料イネ栽

培者）と本岡正光さん（ラジコンヘリ所有）

が試験的に、ラジコンヘリコプターによる湛

水直播用鉄コーティング種子の空中散布を

行いました。 
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今回の作業は、事前に周りのほ場管理者に承諾を

得て実施しました。播種の作業時間は、１ｈａを

３０分程度と、短時間で終えることができました。 

 残念ながら、播種と同時に散布できる飼料イネ

用の除草剤がないため、除草剤散布には、動力散

布機等による散播が別途必要となります。 

（３）茎葉デンプン蓄積型飼料イネ「中国飼１９

８号」（津山市綾部地区） 津山市綾部地区のほ

場で、２ ００ ８ 年に中国四国農業研究センタ

ーが開発した、茎葉デンプン蓄積型系統「中国飼

１９８号」の実証ほを設置しました。この中国飼

１９８号は、クサノホシ熟期で着粒籾数がクサノ

ホシの半分以下、穂数は多く、稈長は長いにもか

かわらず、耐倒伏性は強いという特性を持った、

期待の系統です。 

４ 今後の取り組み 

 今年度、普及センターは、良質で安定した稲Ｗ

ＣＳの生産を行うため、飼料イネの雑草防除や、

刈り遅れ対策を重点課題として支援しています。 

 また、作付面積の急増に対応するため、稲ＷＣ

Ｓ利用農家の実態調査と、地域内・外流通も視野

に入れて対応する必要があります。関係機関の連

携を強化しながら、より良い稲ＷＣＳが生産・利

用されるよう支援していきます。

 


